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天気に関する伊須気余理姫の歌

肥　沼　寛　一＊

　日本には，非常に古くから天気の変1ヒに関する知織が

あったことを示すものとして，古事記中巻にある伊須気

余理姫の歌が引き合いに出される。

　この姫は神武天皇が即位されると皇后に迎えられた方

で，神沼河耳命（第二代の天皇）外二皇子の母である．

ところで，神武天皇が崩御されると，神沼河耳令の異母

兄タギシミミノ命が皇位につこうと策した．これを知っ

た姫は

　　　狭井川よ雲立ちわたりうねび山

　　　　　　木の葉さやぎぬ風吹かんとす

という歌に詑してタギシミミノ命の計画を神沼河耳命た

ちに知らせたというのである。二の歌は，明らかに天気

の変化を詠じたものだが，二のような歌によって，事件

の発生が予告できたという二とは，天気変化に関する経

験的の知識がある程度普及していたためと考えられよ

う．それなら，この歌の作られたのは，いつ頃のことだ

ったであろうか．

　神武天皇即位の年は，古事記では不明だが日本書記に

よると西紀前660年だという．そして，天皇は皇位にあ

ること76年にして崩御されたというから，上の歌の作ら

れたのは西紀前6世紀に当る．二の二とから，故藤原咲

平先生＊＊は，日本における天気変化に関する知識は，バ

ビロンやアツシリアと同程度に古いと考えられた．し誉

「し，現在の日本史についての研究から見ると，これは誤

解のようである。

＊Kanichi　Koenuma，気象庁予報部

躰藤原咲平：天気予報と暴風警報，気象研修所通信

　教育テキスト，補講第11分冊．

4

　神武天皇紀元は約600年ぐらい長すぎるということ

は，歴史学者の間では早くから知られていたらしい．け

れども，明治以来，一般的には神武紀元は正しいものと

して教えられて来た．戦后になって古代日本の研究が盛

んになり，その結果，西紀前5～6世紀頃の日本では，

まだ稲作は始まらず，石器と縄文土器の文化を持った人

々が，たて穴住居に住んでいたことが明らかになった．

そして，大和朝延を中心として日本国が形成され始めた

のは西紀3世紀の二とらしいから，仮りに神武天皇を実

在の方と見ても，2世紀より古くはない．

　古事記や日本書記にのっている歌のうちには，形式や

内容から見て，古いものも，新しいものも含まれている

らしいが，伊須気余理姫の歌は31文字の形式が完全にと

とのったものだから，6～7世紀よりも古くはさかのぽ

れないのであるまいか．しかし，天気に関する知識は，

おそらく，もっと古くからあったものと思う．

　一般に，天気に関する経験的知識は，漁業や農業と共

に発達したものであろう．日本で稲作の始まったのは西

紀前3世紀頃からと推定されているし，西紀前后には朝

鮮半島との往来も相当に行われたことが大陸の記録から

うかがえる．ただし，その頃の日本はシャーマニズムの

盛んな時代で，人々は神のおつげで行動していたらしい

から，天気に関する経験的知識が活用されたのかどうが

は不明である．けれども，5世紀の始めの仁徳天皇の頃

になると，韓人を使って溜池を堀ったり，堤防を作った．

りしているが，それはおそらく農業のため．と思われるか

ら，天気に関する経験的知識もこの頃には次第に進み姶

めたものと思う．
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